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看護研究を学ぶ・実践する人のためのテキスト

『看護における研究　第2版』刊行！

　看護研究は、臨床・教育・管理の場において、課題や問題に対応できる新たな知見や技術

を見いだすために行われる系統的な探究です。特に、臨床領域で行われる研究は、看護の質

の向上に直接的に寄与するものです。意義のある看護研究を効率よく行うためには、研究課

題の絞り込みから概念枠組みの構築、研究デザインに沿ったデータの収集・分析方法などに

ついて正しい知識を身につける必要があります。本書初版は、看護職をめざす学生、大学院生、

臨床現場で働くナース、研究の指導者など幅広い層の読者にご愛読いただきました。さらな

る内容の充実をはかった第2版の刊行にあたり、その特色と活用のヒントをご紹介します。

■質的研究・量的研究の基本となる知識が身につく

　研究は、組織立った科学的な方法を用いて、系統

的に、順序を踏んで行われるものです。

　本書では、研究の過程を大きく6段階（「研究課題

の選択」「研究課題と概念枠組みの明確化」「研究方

法の選定」「研究データの収集」「研究データの分析」

「結果とその解釈および研究の発表」）に区分し、各

段階について丁寧に解説していきます。

　研究課題（研究の問い）の答えを導き出すために

は、最も適切な研究デザイン（アプローチ）を選択

することが重要ですが、本書では、研究デザインの

分類（①質的記述研究デザイン、②量的記述研究デ

ザイン、③仮説検証型研究デザイン、④因果関係検

証型研究デザイン）を示し、それぞれの基礎的な研

究方法について詳細に紹介します。

■実際の研究例と解説から具体的な進め方が学べる

　研究の進め方や各段階の注意点は、実際に看護職

が行った研究例を示しながら解説されるため、具体

的かつわかりやすいものになっています。また、全

ページがカラー化され、ポイントがわかりやすく、

図表も見やすくなりました。

■研究における倫理の考え方と対応がよくわかる 

　近年、病院や教育機関において、研究倫理審査の

体制が整ってきました。研究を行う上で、倫理原則

や研究対象者の権利について知っておくこと、倫理

的配慮を行うことは必須です。倫理の考え方と対応

などについての解説が充実しています。

■文献検索の意義とデータベースの活用法が学べる 

　研究の過程における文献検索の意義を確認してお

くと、計画的・効率的な情報収集が行えます。自分

の研究課題にとって重要な文献を見落とさないため

に、オンラインデータベースを上手に活用する方法

などが学べます。

■研究を積み重ねていく手引きとして活用できる 

　テキストとして学んだ後、実際に研究を積み重ね

ていくときの手引きとなることもめざした内容構成

です。ご自身が研究への理解を深めていく段階に応

じて各章をご活用ください。 
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●看護における研究の役割　p.2-3より

●文献検索を行う前に：キーワ ード検索のコツ　p.50-51より

★フローレンス・ナイ
チンゲールは、看護が
人々の健康回復に役立
つものであることを、
研究を通して実証した
最初の人でした。統計
学者としてのナイチン
ゲールの業績を紹介し
ています。

★文献情報の検索では、
検索キーワードと検索
式（検索演算子）の使
い方次第で結果（ヒッ
ト数）が大きく変わり
ます。基本的な検索種
類と検索式の使用法に
ついて説明しています。

内容紹介（ページ抜粋）


